
議案第 13 号 

　（総　　　則）

第１条　平成31年度札幌市高速電車事業会計の予算は、次に定めるところによる。

　（業務の予定量）

第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。

両

千キロメートル

千人

人

ア

イ

ウ

エ

オ

　（収益的収入及び支出）

　第１款

　　第１項

　　第２項

　第１款

　　第１項

主 要な 建設 改良 事業

42,382,000千円　

営 業 費 用

エレベーター・エスカレーター更新工事

平成31年度札幌市高速電車事業会計予算

 収 　　　　　 入

　 

　 

　 

　 

車 両 数

230,200

 支 　　　　　 出

輸送管理システム再構築事業

年間走行キロメートル

50,824,000千円　

45,044,000千円　

年 間 輸 送 人 員

368

１ 日 平 均 輸 送 人 員

南北線高架部耐震改修工事

33,683

36,613,000千円　

営 業 収 益

営 業 外 収 益

第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。なお、特別損失108,000千

　円の財源に充てるため、企業債108,000千円を借り入れる。

　 

高 速 電 車 事 業 収 益

629,000

5,780,000千円　

東豊線空調換気給排水設備改良工事

高 速 電 車 事 業 費 用

施設・車両案内表示等多言語対応事業



　　第２項

　　第３項

　　第４項

収　入　支　出　差　引　残　額

　（資本的収入及び支出）

　額に対し不足する額21,447,000千円は、損益勘定留保資金等で補 するものとする｡)｡

　第１款

　　第１項

　　第２項

　　第３項

　　第４項

　　第５項

　第１款

　　第１項

　　第２項

　　第３項

　（債務負担行為）

　（企　業　債）

第４条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出

第６条　起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める｡

2,048,000千円　

企 業 債

36,440,000千円　

基 金 繰 入 金

予 備 費

26,151,000千円　

収 入 支 出 差 引 不 足 額

資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

資 本 的 収 入

国 庫 補 助 金

10,269,000千円　

営 業 外 費 用

予 備 費 40,000千円　

5,621,000千円　

特 別 損 失 108,000千円　

収 　　　　　 入

8,442,000千円　

出 資 金

14,993,000千円　

他 会 計 補 助 金

8,264,000千円　

企 業 債 償 還 金

第５条　債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、別表のとおりと定める。

支 　　　　　 出

64,000千円　

617,000千円　

20,000千円　

4,000,000千円　

21,447,000千円　



　　　　  起 債 の 目 的

証券発行又は普通 9.0％以内
賃借とする。

　（一時借入金）

第７条　一時借入金の限度額は、30,000,000千円と定める｡

　（予定支出の各項の経費の金額の流用）

 消費税及び地方消費税に不足が生じた場合

　（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

い。

（収益的支出）

　（他会計からの補助金）

　千円である。

 平成31年（2019年）2月8日提出

  札幌市長  秋 　元 　克 　広

7,315,000千円

第８条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

限 度 額 償 還 の 方 法

間を含め40年以内に、

　108,000千円

起債の方法

高速電車事業建設改良費

又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない

           3,790,661千円　

第10条　高速電車事業助成のため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、2,541,077

 職 員 給 与 費

ただし、財政上の都

災 害 復 旧 事 業 債

第９条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、

間中に未償還額の範
囲内において借り換
えることができる。

を償還し、又は本期

特 例 債 　949,000千円

起債の日から据置期

元利均等その他の方
法により償還する。

利 率

合等により定額以上



別　表

南 北 線 配 電 線 更 新 工 事
平 成 32 年 度 か ら
平 成 34 年 度 ま で

239,000

東 札 幌 変 電 所 整 流 器
ほ か 変 電 設 備 更 新 工 事

平 成 32 年 度 か ら
平 成 33 年 度 ま で

1,078,000

南北線電力管理システム
更 新 工 事

平 成 32 年 度 か ら
平 成 33 年 度 ま で

869,000

東 豊 線 さ っ ぽ ろ 駅
空 調 換 気 給 排 水 設 備
改 良 工 事

平 成 32 年 度 か ら
平 成 33 年 度 ま で

669,000

東 西 線 南 郷 13 丁 目 駅
ほ か ３ 駅 電 気 室
低 圧 盤 更 新 工 事

平 成 32 年 度 か ら
平 成 33 年 度 ま で

577,000

自動出改札装置等更新工事 平 成 32 年 度 905,000

南北線さっぽろ駅ほか３駅
エスカレーター更新工事

平 成 32 年 度 443,000

設備指令システムサーバー
更 新 工 事

平 成 32 年 度 222,000

東 西 線 南 郷 ７ 丁 目 駅
電 気 室 低 圧 盤 更 新 工 事

平 成 32 年 度 216,000

各 駅 ト イ レ 改 良 工 事 平 成 32 年 度 215,000

車両保守管理システム更新 平 成 32 年 度 174,000

東西線防災集中監視装置
更 新 そ の ２

平 成 32 年 度 152,000

信 号 実 習 室
可 動 教 材 改 修 工 事

平 成 32 年 度 132,000

建 築 物 保 全 工 事 平 成 32 年 度 122,000

南北線排煙制御設置その２ 平 成 32 年 度 90,000

平 成 32 年 度 か ら
平 成 34 年 度 ま で

1,782,000

債 務 負 担 行 為

事　　　　　項 期　　　　　間 限 　度　 額

東 豊 線 信 号 保 安 装 置
更 新 工 事 そ の ２

千円千円



東車両基地エレベーター
更 新 工 事

平 成 32 年 度 63,000

本 局 庁 舎 自 家 発 電 機
設 備 設 置 工 事

平 成 32 年 度 59,000

東 西 線 8000 形 車 両
VVVF 装 置 機 器 更 新

平 成 32 年 度 58,000

東 西 線 二 十 四 軒 駅
電 気 室 低 圧 盤 更 新 工 事

平 成 32 年 度 58,000

信 号 FC 更 新 平 成 32 年 度 58,000

南 北 線 5000 形 車 両
VVVF パ ワ ー ユ ニ ッ ト
装 置 機 器 更 新

平 成 32 年 度 52,000

東 西 線 8000 形 車 両
SIV 装 置 機 器 更 新 そ の ２

平 成 32 年 度 52,000

東 西 線 8000 形 車 両
ブ レ ー キ 制 御 装 置
電 気 機 器 更 新

平 成 32 年 度 18,000

故 障 監 視 装 置 更 新 平 成 32 年 度 17,000

CTC 装 置 更 新 そ の ３ 平 成 32 年 度 17,000

南 北 線 5000 形 車 両
速 度 セ ン サ 更 新

平 成 32 年 度 13,000

南 北 線 5000 形 車 両
SIV 装 置 機 器 更 新

平 成 32 年 度 3,000

南 北 線 5000 形 車 両
VVVF 装 置 機 器 更 新

平 成 32 年 度 3,000

駅 等 管 理 ・ 運 用 業 務 平 成 32 年 度 7,979,000

管 理 運 営 等 業 務 そ の ２ 平 成 32 年 度 355,000

運 行 管 理 装 置 改 良 69,000平 成 32 年 度

事　　　　　項 期　　　　　間 限 　度　 額

千円


